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TristramSha7dyにおける時間と
Sterneの意匠- マルチメディア的小説
榎 本 誠
1.はじめに
18世紀のイギリスは ｢理性と啓蒙の時代｣と言われている｡科学思想の発
展と技術開発によって､それまでの古い世界観や認識論から新しい世界観-
の脱皮が行われようとする時代であったとも言える｡科学思想では17世紀の
ニュー トソ(SirlssacNewton)の影響がますます大きくなり､哲学でも17
世紀のジョソ･ロック (JohnLocke)の経験主義的認識論の影響が大きい
と言える｡すなわち､このロックの経験主義的認識論はバークレー (George
Berkeley)の主観的観念論や､ヒューム (DavidHume)の懐疑主義等を
生みだしたと言われている｡こうした思想 ･哲学が当時の文学や芸術に様々
(=
な影響を及ぼしていた｡また､社会構造においても､17世紀後半から続く王
権の抑制と民権の伸張は､政治的にも､社会組織的にも､様々な変化と変動
を産み出していた｡中でも市民階級の成立は､それまでの社会形態への大き
な変化をもたらしたばかりでなく､文学の分野にとっても､大きな影響を与
えていた｡この現象の背後には経済的発展が存在していたのであるが､政治､
社会､経済の近代化に伴って､文学､思想､宗教の分野をも含む､大きな変
化の時代であったと言える｡いわば､17世紀後半に始まるこうした新しい広
い意味での近代化が､現実のものとして､様々な分野に浸透していく時代が
18世紀のイギリスであった｡今風の言い方をすれば､時代のパラダイムの転
換期であったとも言えよう｡
17世紀にその素地が芽生え､18世紀に現実的な変化として現われたこのよ
うな時代の転換期は､20世紀末の現代とその変化のサイクルこそ異なるが､
まさしく科学技術の進展に伴う現実世界の大きな変動を経験している点では､
同じような時代の変動期であろう｡特に今やパソコソが家電製品のごとく当
然のように一般化し始め､さらにネットワークという通信の分野のめざまし
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い発展とあいまって､情報という視点から見ると､地球上各地の物理的な隔
(2)
たりが無くなりつつある｡また､マルチメディア (multimedia)という概
念がさらに新たな分野を形作ろうとしている｡
18世紀のイギリス文学では､近代小説が確立し､ジャーナリズムが確固た
る立場を築き､その意味においては新しいメディアの誕生とも言える｡この
現象は当然のことながら､先に触れた社会組織的変化の一つである市民階級
の台頭と密接に関係し､また､背後には経済的な基盤の確立があったことも
見過ごすことの出来ない要素である｡小説の登場は当時の市民階級の人々に
とっては新たな娯楽メディアの登場であり､散文による現実味溢れる虚構の
世界は､広い意味での情報の拡散という役割を結果的に担っていたことにな
(3)
る｡18世紀当時は様々な小説が流付していたようであるが､中でもこの小論
で取上げるTristramShandyは実に奇妙な仕掛けを秘めている｡この小論で
は ｢時間｣というひとつの要素を軸に､Sterneの世界の斬新さと､この作
品が2∝)年以上を経た現代の我々にとってどのような意味を持つものかを探っ
てみたいと思う｡
2.TnlstramShandyにおける時間
(1)
LaurenceSteme(1713-1768)が ｢有名になるために書いた｣と言われ
る ThcLifeandOPinionsofTristramShandy,Gentlemanは､Tristram
Shandy氏が自らの生涯とそれにまつわるさまざまな意見やエピソードを語
り綴るという形式の小説である｡しかし､題名から推測出来るような単純な
自叙伝ではない｡つまり題名が 『生涯と意見』であり,自叙伝の形態をとっ
ていることから当然クロノロジカルに構成されている筈であり､主人公のた
どる人生が描かれてしかるべきなのであるが､実際には作中での主人公
Tristramはたいした活躍をするわけではなく､ただ語り手として常に読者
へ対峠している｡しかも､構成上混沌とした印象を与えるのは､語られる内
容が物事の順番どおりではなく､中断､脱線､挿入､そしてフラッシュバッ
ク的な手法が絶えずつきまとい､どれが話の本筋でどれが余計なものなのか
がはっきりしなくなる｡というのも､主人公となるべきTristramの登場は
全9巻にわたるこの小説のなかでは､第7巻のフラソス､イタリア兼行の話
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くらいなもので､他は彼の父親や叔父たちを中心としたShandy家にまつわ
る滑捨なエピソードの集積なのである.別の言い方をすれば､この小説には
物事を歴史的時間配列にそって並べるという､小説の前提条件的なコソペソ
(5)
ショソが欠落しているのである｡ 例えば､ この小説はTristramが生まれ
る前の､1718年の父親と母親の夫婦の営みのエピソー ドから始まり､1714年
の叔父TobyとWadman未亡人との恋愛事件のエピソー ドで終わっている｡
言うまでもなく､歴史的時間配列では到底考えられない構成であろう｡この
ような奇妙な ｢時間｣の扱いがどのようなものなのか､少し作品に沿って見
てみよう｡
語り手-作者であるTristramは､"abOvo"(そもそもの初め)から語 り
始めようと､彼自身が母親の胎内に宿る､夫婦の営みのエピソードから語り
始める｡しかし､数十ページも行かないうちに､自分の出産に立合うことに
なる産婆の話へ移 り､しかもその産婆の話の中でさらにYorick牧師の逸話
を物語るのである｡その後は父親Walterの奇説にまつわる逸話や､退役軍
人である叔父Tobyにまつわる話を播き､いっこうに肝心の主人公であるは
ずのTristramは誕生しない｡結局､ようやく第3巻になってTristramが誕
生するのだが､そこで作者Tristramは､"Almyheroesareofmyhand
- 'tisthefirsttimeIhavehadamomenttospare,- andI'l
makeuseofit"(Ⅲ,20,192)と述べて､｢序文｣を書き始める｡その後､
彼の幼年期は他の登場人物たちの話題の中で時折触れられるだけなのである｡
しかも､第 1巻の終りで亡くなったはずのYorick牧師が､第3巻以降は何
事もなかったかのように登場するのである｡
したがって､歴史的時間配列から言えばまさしく奇妙な感覚を与える構成
になっている｡しかし､このような奇抜さは決してでたらめな思い付きのま
ま生みだされたものではなく､作者Stemeの､ある意味では周到な トリッ
クもしくは技法と言える｡すなわち､別の読み方をすれば､それぞれのエピ
ソードや出来事が歴史的時間配列としてつじつまが合うように仕組まれてい
るのである｡というのも､語 り手であるTristramの ｢時間｣に関するコメ
ソトがやたらと多く見受けられるのも､この ｢時間｣の複雑な扱いを読者に
意識させる要素となっているからである｡
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歴史的時間の経過という視点からこの作品の流れを組み直してみると､決
してこの作品がSterneの気まぐれ的発想で書かれたものではないことが分
る｡彼は作品中でクロノロジカルな流れを辿ることが出来るような手掛かり
を､Tristramの語 りや歴史的事実に触れることによって､それとなく散 り
ばめているからである｡
Itwassometimeinthesummerofthatyearinwhich
Dendermoyuiwastakenbythealies,- whichwasabout
sevenyearsbeforemyfathercameintothecountry,-
andaboutasmany,afterthetime,thatmyuncleTobyand
Trimehadprivatelydecampedfrom myfather'shousein
town,inordertolaysomeofthefinestsiegestosomeof
thefinestfortifiedcitiesinEur10Pe- (VI,6,416)
ここに出てくるDendermondは現在のベルギーのアソトワープ西南にあ
り､この箇所で言及されているのは､所謂スペイソ継東戦争 (1702-1714)
における1706年のイギl)ス軍が勝利をおさめた-事件である.作品中では､
5年前の1701年に叔父TobyはTrim伍長を伴って田舎-引きこもり､伝えら
れるスペイソ継承戦争の戦況をたよりに､ポーリソグ用の芝地に模擬戦場を
作ってその模擬戦闘に熱中する｡また､Dendermondの勝利の7年後の1713
年に､父Walterは田舎のShandyHallに隠退 し､この年はスペイソ継東戦
争の終結となるユ トレヒト条約が結ばれ､Dunkirkが破壊された年である｡
このDunkirk破壊に落胆 したTobyは模擬戦闘の熱が醒め､隣人のWadman
未亡人に恋をするのである｡Tristram Shandyが出版された当時は､いわゆ
る7年戦争の時代であり､社会的関心もそのような国運をかけた事件に向け
られていたようである｡作品のなかで頻繁に言及されるナミュールの包囲線
や､フラソダースの戦闘などは､200年後の我々よりもまだ当時の読者には
馴染み深いものであった筈であろう｡
いづれにせよ､作中のあちらこちらで語られている事柄を､こうした手掛
かりによって､一貫 した歴史的時間配列の流れの中で､つじつまを合わせる
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事ができるのである｡例えば､この作品の中で語られる歴史的時間配列の手
掛かりを整理してみると､以下のようにまとめることが出来る｡これらはあ
くまでも作中に明確に表現されているものだけに限定して並べたものである｡
なお､末尾の番号は最初に触れられている作品の巻､章である｡
(年号) (出 来 事)
1695年 ナミュール(Namur)の包囲攻撃が行なわれ､UncleToby負傷する｡(I,21)
以壊4年間退役し､騒居生活を送る｡(Ⅰ,25)
その頃､父Walterはロソドソで商売を始めようとしていたO(Ⅰ,25)
1699年8月 Tobyは発射体についての研究に没頭する｡(Ⅱ,3)
その後､Tn'm伍長と共に､Walterの屋敷からひそかに出奔する｡(Ⅵ,6)
1701年 UncleToby､Wadman未亡人宅に泊る｡(Ⅷ,9-10)
1702年 UncleToby､リエージュ(Liege)とルーレモソ(Ruremond)を陥落させ､四つ
のはね橋のことを思いつく｡
1706年 TobyとTrim､Le Feverに会う｡(Ⅵ,6)
1708年 Toby､弾薬の調達に困り､Trimがパイプを代用することを考察する｡(Ⅵ,23)
1713年 ダソケルク(Dunkirk)破壊の年.
父Walter､ShandyHallに引きこもる｡(Ⅵ,6)
1714年､ UncleTobyとWadman未亡人との恋愛事件｡
1716年 父Walter､Tristramという名前を対象に､-鳶の論文を書こうとしていたo
(Ⅰ,19)
1717年9月 父Walterと母､ロンドソへ行 く｡(I,15)
同年､Le Fever少年出陣する.(Ⅵ,12)
1718年3月の第-日曜日と月曜日にはさまれた夜
Tristram､懐胎される｡
当時父Walterは50才と60才の中ごろ｡(Ⅰ,4)
父Walterが当時55才とすると､1633年生まれ｡
1718年 UncleTobyの根気比べの末期で(Ⅲ,24)､この年女中Brigetが橋を凄す｡
1718年11月5日 Tristram誕生｡(Ⅰ,5)
1723年 UncleToby､LeFever少年から帰国の手紙を受け取る｡(Ⅵ,13)
その6週間後､窓枠事件が起こる｡(Ⅴ,17)(Tristram 5才)
1728年 UncleToby､蝿を逃がしてやる｡(Ⅱ,12)
1733年4月10日 ソルポソヌの博士達の審議が行なわれる｡(I,20)
1741年 Trjstram､Noddy氏の長男に家庭教師としてデソマ-ク旅行に同行するO
(I,ll)(Trjstram23才)
1749年(質) Yorjck牧師死去｡(Ⅰ,10)
1759年3月2日(質) Jennyが網布を買う｡(Ⅰ,18)
1759年3月9日 Tristram､第1巻18章を執筆中｡(Ⅰ,18)
1759年3月20日 9:00-10:00A.M.
Trjstram､イギリスの気険についての新説を思いつく｡(Ⅰ,21)
1761年8月10日 Trjstram､第5巻17章を執筆中｡(Ⅴ,17)(当時42才)
1766年8月12日 Tristram､紫の胴着に黄色のスリッパ姿で､すわって第9巻 1章を執筆中O
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このように､作品の全体的な大きな時間的な流れがクロノロジカルな配列
の中に矛盾なく納ってしまう｡すなわち､主人公Tristramの ｢生涯｣をShandy
家の年代記の中で眺めることが出来るのである｡さらに､直接的に記述され
てはいないが､さりげない表現のいくつかを根拠に､細かい年代や登場人物
の年齢を特定することも可能なのである｡
例えば､第 1巻でTristramの出生に立合った産婆のエピソー ドが語られ､
彼女が産婆を開業したいきさつが語られる｡この話の中から彼女の生まれた
年を探る事も可能である｡"inthecourseofherpracticeofneartwenty
yearsintheparish'(Ⅰ,18,45)という記述から､産婆が開業したのは
Tristram出生の20年前であり､"OnthefifthdayofNowmber,1718‥.
wasITristram Shandy,Gentleman,broughtforthintothisscurvy
anddisasterousworldofours"(Ⅰ,5,9)という記述から､彼が生まれ
たのは1718年であることを考え合わせると､この産婆は1689年に開業したこ
とになり､当時47歳であったという第7章 (Ⅰ,7,ll)の記述から､彼女
が1651年生まれであることまでつきとめられる｡
このような細かい事例からも､作品の脈絡のなさがSterneの単なる思い
つきではなく､意図的に､周到に仕組まれた技法であることを示唆するもの
と言えよう｡因みに作品は1760年に第1､第2巻が出版され､翌年の1761年
始めに第3､第4巻が出され､その年の年末に第5､第6巻が出版されてい
る｡そして､1765年に第7､第8巻が出され､1767年出版の第9巻で終わる
ことになる｡ つまり､初めから全体を書き上げて出版されたものではなく､
7年間にわたって書き続けられたものである｡従って､恐らくSterneの構
想は､当初から周到に練られていたものと推察される｡
3 多重時間構造と表現技法
さて､Sterneはこの作品を歴史的時間配列の流れに沿って書く事も出莱
た筈である｡実際にSterneは娘Lydiaのために自らの半生(Memoirs)を書き
残しているのだが､それはまさしく正統的な歴史的時間配列による半生記と
(6)
なっている｡従って作品の背景としてのクロノロジーの否定は､Stemeの
意匠を示すものとして受け止めるべきものであると考えられる｡その意匠と
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ほどのようなものであるのか､また､その技法はどのような意味を持つもの
なのかを少し論じてみたい｡
TristramShandyの中でも述べられているように､17世紀後半のJohnLocke
(7)
のAnEssayCw emingHumanUuerstanding(『人間知性論』)をSterneは
念頭に置いていたようである｡L∝ke理論の中でも､｢観念連合｣(ass∝iation
ofideas)の理論は､この作品の時間構造を考える上で､重要な役割を持っ
ている｡例えば､LockeのEssayの第2巻14章では､｢時｣についての考察が
以下のようにまとめられている｡
For,First,byobservingwhatpassesinourminds,how
ourideasthereintrainconstantlysomevanishandothers
bgintoappear,wecomebytheideaofsuccessim.
Secondly,byobservingadistanceinthepartsofthis
successionwegettheideaofduration.
Thirdly,bysensationobservingcertainregularandseeming
equidistantperiods,wegettheideasofcertainlenghthsor
measuresofduration,asminutes,hours,years,etc.
Sixihly,byconsideringanypartofinfinitedurationasset
outbyperiodicalmeasures,wecomebytheideaofwhat
(a)
wecalltimeingeneral.
ここでLockeは2つの時間相を提示している｡すなわち､｢観念｣の連続
的想起によって得られる時の流れと､外的時計時間の概念である｡
Itistwohours,andtenminutes,- andnomore,-
criedmyfather,lookingathiswatch,sinceDr.Slot)and
Obadiaharrived,- andIknownothowithappens,brother
Toby,- buttomyimaginationitseemsalmostanage.
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- "Iknownothow ithappens- Criedmyfather,-
butitseemsanage.'
- 'Tisowingentirely,quothmyuncleToby,tothe
successionofourideas.(Ⅲ.18.188-189)
Walterはさらに続いてTobyを相手に､LockeのEssayを要約したような時
間論を展開する｡そして､テキストではこの箇所にSterne自身の注 ("Vid.
Locke.")が加えられている｡言うまでもなく､先に引用したLockeの言
う二種塀の時間性を具現化した場面である｡この内的な人間の心理的時間感
覚と外的な時計時間とのずれは､Steme-Tristramにとっては格好の道具
立てであったと思われる｡すなわち､Locke理論の根底にある ｢観念連合｣
(associationofideas)の理論は､人間の内的な思考､観念の流れ､といっ
たものが理性のメカニズムの中で､多様な連合を形成することを指摘するも
のである｡また､内的時間の感覚はこの観念の多様な連合と連動し､時計時
間的な流れとは別の時間的位相を形成することを示唆しているのである｡そ
れは､作者Sterneにとっては歴史的時間配列という､過去から現在への直
線的な､外的時計時間の位相ではなく､語り手Tristramの意識の内部の､
複雑な､整理されることのない様相を提示するための､根拠となる理論であっ
た｡
従って､Tristramの語りに見られる､絶え間ない脱線､中断､挿入､回
想といった要素は､表面的には彼なりのレトリックによって理由づけされて
はいるが､Tristramの意識に想起されるものをありのままに提示するため
の技法と言える｡しかし､このような時間的二重構造のコソセプトは小説技
法のレベルに限定されているものではない｡作品の ｢時間｣的特徴に関して
は､JohnTraugottがLocke理論との関連性を中心に論じ､"UsingLockean
cant,StemeconfusesHisWorshipthereadersothathemayknow
(9)
thedoublerealityoftime."と指摘 している｡また､古 くはB.H.
C[cl (川
LehmanやD.VanGhentらが時間の二重性を指摘 し､Jean-Jacques
t均
Mayouxも名称は異なるものの､やはり時間の二重性を論じている｡しかし､
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これらの議論は作中の登場人物が体現する時間的二重性の段階にとどまって
的
いる｡この点に関して､筆者はかつてこの作品の時間的多重構造を論 じた｡
繰り返しを恐れず､もう一度少し要点をここで論じておきたい｡
主要な登場人物たち(Walter,Toby)は､現実世界とは別に自分だけの仮
想現実とも言える内的な世界を持っている｡それはTristramという"Hobby
-Horse"の世界なのであるが､同時にそれはそれぞれ独自の時間的位相を持
つ｡すなわち､先に述べた内的時間である｡ さらに､語 り手Tristramも現
実的な時計時間と､物語っているShandy家の世界にある内的時間とを､同
時に経験 しているのである｡しかも､Stemeはこのような時間的多重構造
を､それらの各時間的位相の違いによって区別するのではなく､同じレベル
で､しばしば混在させる形で提示している｡そのために､この作品の複雑な
時間感覚が一層複雑な､そして不思議な感触となっている｡このような特徴
を端的に表していると思われるのが次に引用する箇所である｡
‥Jhavebeeengettingforwardsintwodiferentjournies
together,andwiththesamedashofthepen forI
havegotentirelyoutofAuxeTeinthisjoumeywhichIam
writingnow,andIam gothalfwayoutofAuxeTreinthat
whichIshalwritehereafter...Iam thismomentwalking
acrossthemarket-placeofAuxe71eWithmyfatherandmy
uncleToby, inourwaybacktodinner andIam
thismomentalsoenteringLymswithmypost-chaisebroke
intoathousandpieces andIam moreoverthismoment
inahandsomepavilionbuiltbyPringelo,uponthebanks
oftheGarmne,whichMons.Sligniachaslentme,andwhere
lnowsitrhapsodizingautheseaffairs.(Ⅶ,28,515-516)
Tristramは自らのフラソス旅行を物語 りつつ､同時に脱線の形で父や叔
父たちとのフラソス旅行の思い出を語るのである｡そして､ここでTristram
は､思い出の時間相における二つのAuze汀eに存在する自己と､これらの思
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い出を想起しながらGaronne川のほとりの別荘で執筆している自己､という
三つの時間相の断面図を提示している｡すなわち､歴史的時間配列の観点か
らすると､決して交じり合うことのない二つのAuze汀eが同じ疑似的現在に
並べられ､さらに現実的にそれを物語っている現在を並列に並べているので
ある｡ここで見逃してほならないのは､もう一つの時間相である｡それは､
この三つの時間相を体験している読者の時間相であり､当然のことであるが､
読者もまた小説世界という疑似現実の時間相と現実の時間相を持っているこ
とを必然的に意識させられるのである｡Tristramがたびたび現実的時間相
の事象を引き合いに出すのは､作品を読んでいる読者に､この多重の時間構
造を意識させるために他ならない｡Tristramは "thestrangestateof
a∬airs"と称して次のように語る｡
IamthismonthonewholeyearolderthanIwasthistime
twelve一month;andhavinggot,asyouperceive,almostinto
themiddleofmyfourthvolume andnofartherthan
tomyfirstday'slife 'tisdemonstrativethatlhave
threehundredandsixty-fourdaysmorelifetowritejust
now,thanwhenlfirstsetout;sothatinsteadofadvancing,
asacommonwriter,inmyworkwithwhatIhavet光en
doingatit onthecontrary,Iamjustthrownso
manyvolumesback.‥ (Ⅳ,13,285-286)
すなわち､自らの生涯("life")を語り綴るという行為に関して､二つの時
間相を同列に並べることによって､外的時間と内的時間の存在を提示してい
る｡つまり､語っている世界の時間相では､未だ生まれて一日しか経ってい
ないのだが､その間に現実世界の時間相ではほぼ一年が経過しており､その
分語るべき生涯が増えていると言うのである｡勿論これは特有の論弁ではあ
るが､しかし､異質な時間相を組み合わせることによって､読者はTristram
と同様に小説世界の時間相と現実の時間相とのギャップに気付くことになる｡
FrederickR.Karlが "Butliterature- andnotonlyfiction-
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almostfrom itstxginingshasbenpreoccupiedwithtime,from the
pointoftheauthor'srecognitionthathisnarratororhisown
omniscieneoperatesinadiferenttimeschemefrom thatofhis
reader甲と指摘しているのだが､作者の ｢時間｣と読者の ｢時間｣の二重性
までもが意識されているのである｡このように､Tn'stramShandyにおける
時間は､時間的二重性が読者をも取り込んで作品の中で何層にも重ねられ､
それらの異質な時間的位相を自在に行き来し､柔軟に操作することによって､
独自な時間的感触とそれまでにない新しい小説の表現技法を創り出している
と言えるのである｡
4.時間と空間を越えて
このような複雑な､多重構造を持つ小説の時間処理は､また別の効果を持
つ特異な要素を帯びている｡それは､書籍という物理的な形式と密接に関連
した要素である｡既に触れてきたように､作品では時間を自由に飛び越え､
さまざまな時間相を混在させているのだが､ここでさらに注目したいのは､
時間と同時に空間の超越という側面である｡当たり前のことであるが､そも
そも本､つまり書籍というものは､最初のページから最後のページ-向って
書かれ､そして読まれて行く｡このごく当たり前の物理的な制約を ｢時間｣
という要素と関連させて考えてみると､書籍を読む､もしくは書く､という
行為の物理的時間を計量化するものと言える｡すなわち､通常の小説形態か
らするとその本のページがその小説世界の進行､もしくは経過時間の具体的
な軌跡であり､前のページと後のぺ-ジの関係は､物理的にも固定されてし
まう｡言い換えると､時間と空間の物理的な制約なのである｡当然ながら､
現代､いや19世紀頃から､小説の時間の扱いは多様化してくるのであるが､
この18世紀の近代小説という形態が確立し始めた当初では､あまりにも斬新
な意匠であると言わざるを得ない｡例えば､以下の図表は､ このTn'stram
Shandyの内容を､その年代と語られている作品の場所とを指標にして図示
したものである｡
この図からも明らかなように､作品すなわち本の進行 (ページ数の増加)
と語られる内容の時間的進行とは全く無関係なのである｡まさしく時間と空
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間を自在に飛び越え､気ままに語り綴られるこの作品の流れが見て取れる｡
年代
(巻､♯)
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日, 5)
(I.10)
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このように､固定化された本のページという物理的かつ時間的制約を越える
ことのできる手法を､Stemeは導入していると言えよう｡ こうした技法の
裏付けとなるものはやはり先に述べたLocke理論である｡Stemeは観念連合
の理論をその根拠とすることによって､脱線､中断､注釈､そしてフラッシュ
バック的手法を駆使する｡その端的な例が､Tristramの誕生をめぐるさま
ざまな逸話の集積であろう｡まるでTristramの誕生を中心として蜘蜂の巣
のようにエピソードが張り巡らされていく｡誕生の前に受胎から語り姑めよ
うとし､その中で父親や叔父の話題を引出し､さらに出産の際に立合った産
婆の話題から､Yorick牧師のエピソー ドを導 く｡このような見事なまでの
脱線は､結果として小説内部の時間を自在に往来することになり､直線的な､
クロノロジカルな時間の進行はものの見事に寸断されてしまうのである｡
Tristramは脱線についてこう語っている｡"Inaword,myworkis
digressive,anditisprogressivetoo,- andatthesametime."
(Ⅰ,22,73)この論弁とも強がりとも取れる彼の釈明が､決して論弁では
なく､多様な時間的位相を巧みに組合わせことによって可能となる手法を示
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唆していると言えよう｡先に論じた小説内部に存在する時間的多重構造と同
様に､作品全体の枠組みさえも柔軟な多重構造を持ち､時間と空間を自在に
駆け巡ることをTristram-Stemeは暗示しているのである｡
5.おわリに
さて､この柔軟な､変幻自在な時間の操作は､この作品のもう一つの斬新
な手法である表現形態の意匠とあいまって､現代の私たちから見ると極めて
現代的な形態を作り出しているように思われる｡すなわち､表現技法として
の印刷術的 (タイポグラフィカル)な意匠が､言語という活字として表現さ
れる記号だけではなく､読者の視覚に直接働きかけるグラフィックな技法を
D5)
試みていることであり､同時に先に論じた時間の多重性によって､物理的空
間とクロノロジカルな時間を越える手法である｡
今や世界的に注目され､また爆発的に普及しつつあるイソターネットがマ
ルチメディアの一つの具体例であるとするならば､例えばWorldWide
Webと呼ばれるイソタ-ネットの表現方法を考えてみてもよい｡これは､
発信者がホームページと呼ばれるさまざまな情報書き込んだ画面を作成し､
それらが世界各地のコソビュータに登録され､ネットワークを経由すること
によって誰もが時間と空間を越えてそれらの情報を得ることができるのであ
る｡そこには文字情報のみならず､絵画や写真､さらには音声や動画までが
取り込まれている｡例えば､通信性能にもよるが､早ければ数分以内に米国
のホワイトハウスのホームページを居ながらにして探索することが出来る｡
それは､時差や距離を全く感じさせることなく､時間と空間を飛び越える感
覚を与えるものである｡
これまで論 じてきたTristram Shandyの技法的意匠には､固定的な活字と
いう印刷された文字情報と､直線的時間配列を正統的な基盤にした小説とい
うメディアに､多種多様な表現媒体と技法を折り込むことによって新たな小
説の世界を切り開いている点で､その斬新さと革新性が認められよう｡現代
に生きる私たちにとっては､18世紀当時におけるマルチ･メディア的手法と
も呼べる､極めて先端的な技法を導入した小説としてとらえることができる
と思うのである｡文学史的に言えば､今世紀に始まった ｢意識の流れ｣とい
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う新たな小説分野の元祖とも言えるだろう｡また､新小説と呼ばれる実験的
手法の現代小説にも一脈通じるものがあるだろう｡しかし､そうした現代の
新たな試みを行う小説の難解さと深刻さに比べ､TristramShandyがいかに
分かりやすく､またその世界がなんと楽しいものであろうか｡
TristramShandyの魅力は決して技法の斬新さと奇異な形態だけにあるわ
けではない｡ここまで論じた意匠に満ちた技法がさらに､多様な解釈を可能
にするほどの内容的な意味を秘めている｡それは､人間と人生へのSteme
自身の認識のありようを示唆するものであり､本来はここで論じた小説形態
としての技法的意匠と不可分なものである｡内容と形式の有鹿的な結合が､
この作品の真髄であることを付け加えておきたい｡そして､Stemeのこの
ような新しい小説形態-の挑戦は､20世紀末の高度な情報化社会に生きる我々
にとっては､極めて創造的で今日的な要素であることが再確認されるのであ
る｡
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